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京
都
回
生
病
院
　看
護
部
長
　門
　真
由
美

～
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
雇
用
の
取
り
組
み
を
試
み
て
～

京
都
回
生
病
院
　看
護
部
長
　門
　真
由
美

こ
れ
か
ら
の
看
護
師
の
働
き
方
を
考
え
る

こ
れ
か
ら
の
看
護
師
の
働
き
方
を
考
え
る

～
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
雇
用
の
取
り
組
み
を
試
み
て
～

　
日
本
の
人
口
は
近
年
減
少
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
２
０

７
０
年
に
は
総
人
口
が
９
，０
０
０
万
人
を
割
り
込
み
、
高
齢

化
率
は
39
％
の
水
準
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。（
厚
生

労
働
省
「
人
口
動
態
統
計
」
よ
り
）
ま
た
出
生
率
は

１
．２
６
で
、
こ
こ
数
年
過
去
最
低
を
下
回
り
、
今
後
日
本

国
内
の
働
き
手
は
減
っ
て
い
く
と
い
う
事
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

人
手
不
足
は
医
療
・
介
護
で
も
同
じ
で
す
が
、
働
き
手
が
少

な
い
中
で
「
き
つ
い
・
汚
い
・
危
険
」
と
い
わ
れ
て
い
る
看
護

師
や
介
護
士
を
職
業
と
し
て
選
ぶ
若
者
が
果
た
し
て
ど
れ
く

ら
い
い
る
の
か
と
不
安
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど

の
新
興
感
染
症
対
応
へ
の
看
護
の
重
要
性
や
、
病
院
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
も
と
よ
り
、
介
護
施
設
・
在
宅
（
訪
問
看
護
な
ど
）・

保
育
や
学
校
、
ま
た
専
門
性
を
発
揮
す
べ
く
専
門
看
護
師
や

認
定
看
護
師
、
特
定
行
為
研
修
終
了
看
護
師
な
ど
、
看
護
師

の
役
割
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
拡
大
し
て
お
り
看
護
師
確
保
が

重
要
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
当
院
で
は
60
歳
以
上
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
看
護
師
に
着
目
し
、
昨
年
６
月
か
ら
積
極
的
な
雇
用
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。（
回
生
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
）

　
当
院
で
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
様
の
特
徴
は
、
慢
性
疾
患

や
難
病
、
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
殆
ど
が
高
齢

者
で
日
常
生
活
へ
の
援
助
が
必
要
な
方
で
す
。
ま
た
非
が
ん

を
含
め
た
終
末
期
ケ
ア
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
患
者
様
も
多

い
で
す
。
最
後
ま
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
そ
の

人
の
価
値
観
や
思
い
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
た
ケ
ア
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
当
院
の
看
護
師
の
役
割
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
、
回
生
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
目
的
と
し
て

①
患
者
様
の
意
思
決
定
を
十
分
に
支
援
で
き
る
知
識
と
経
験

　
豊
富
な
看
護
師
を
増
や
し
質
の
高
い
看
護
の
提
供
を
行
う

②
細
部
ま
で
ケ
ア
が
行
き
届
く
よ
う
な
チ
ー
ム
体
制
を
構
築

　
し
、
看
取
り
・
緩
和
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
　

③
活
動
の
中
で
若
手
ス
タ
ッ
フ
へ
の
教
育
的
か
か
わ
り
を
持
ち
、

　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

等
を
あ
げ
ま
し
た
。
取
り
組
み
に
お
け
る
院
内
の
連
携
の
た

め
に
、月
に
１
回
医
師
を
含
む
多
職
種
と
の
定
例
会
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
看
護
師
も
年
齢
が
高
く
な
る
と
、
今
ま
で
し
て
き
た
こ
と

は
で
き
る
が
、環
境
が
変
わ
る
と
新
し
い
こ
と
は
覚
え
に
く
く
、

老
眼
で
目
が
悪
く
な
る
と
注
射
や
字
を
書
く
こ
と
も
苦
手
に

な
り
ま
す
。
ま
た
思
い
違
い
が
増
え
、
間
違
え
な
い
よ
う
に

と
慎
重
に
な
り
す
ぎ
、
若
い
看
護
師
よ
り
仕
事
が
遅
く
な
っ

た
り
も
し
ま
す
。
し
か
し
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

知
識
と
経
験
が
豊
富
で
あ
り
患
者
様
へ
の
対
応
は
素
晴
ら
し

く
、
患
者
様
の
苦
痛
や
不
安
に
い
ち
早
く
気
づ
き
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
を
雇
用
す
る
に
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、
若
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よ
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事
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遅
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な
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た
り
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し
ま
す
。
し
か
し
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

知
識
と
経
験
が
豊
富
で
あ
り
患
者
様
へ
の
対
応
は
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晴
ら
し

く
、
患
者
様
の
苦
痛
や
不
安
に
い
ち
早
く
気
づ
き
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
を
雇
用
す
る
に

あ
た
り
、「
決
め
ら
れ
た
患
者
様
を
受
け
持
つ
こ
と
は
し
な
い
・

記
録
も
し
な
い
・
情
報
は
担
当
看
護
師
と
連
携
し
共
有
す
る
・

具
体
的
な
業
務
は
決
め
ず
に
、
必
要
と
思
う
看
護
を
、
必
要

と
思
う
患
者
様
に
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
自
身
が
考
え
て
行
う
」

と
い
う
事
と
し
ま
し
た
。
結
果
、
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
た
ち
は

今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
其
々
に
ケ
ア
を
し
な
が
ら
患
者

様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
患
者
様
の
思
い
を
引
き

出
し
意
思
決
定
支
援
に
注
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
チ

ナ
ナ
ー
ス
か
ら
は
「
忙
し
い
け
ど
楽
し
い
し
、
し
た
い
看
護

が
で
き
て
幸
せ
を
感
じ
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
の
姿
を
見
て
、
若
い
看
護
師

た
ち
が
看
護
に
対
し
て
や
り
が
い
や
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
、

看
護
が
素
晴
ら
し
い
職
業
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
く
れ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

＊
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
と
は
「
定
年
退
職
前
後
の
就
業
し
て
い
る
看
護
職
員
」
で
、

自
分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
持
っ
て
い
る
能
力
を
発
揮
し
、
い
き
い
き
と

働
き
続
け
て
い
る
看
護
職
員
の
こ
と
を
い
う
（
日
本
看
護
協
会
）
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射
や
字
を
書
く
こ
と
も
苦
手
に

な
り
ま
す
。
ま
た
思
い
違
い
が
増
え
、
間
違
え
な
い
よ
う
に

と
慎
重
に
な
り
す
ぎ
、
若
い
看
護
師
よ
り
仕
事
が
遅
く
な
っ

た
り
も
し
ま
す
。
し
か
し
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

知
識
と
経
験
が
豊
富
で
あ
り
患
者
様
へ
の
対
応
は
素
晴
ら
し

く
、
患
者
様
の
苦
痛
や
不
安
に
い
ち
早
く
気
づ
き
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
を
雇
用
す
る
に

　
日
本
の
人
口
は
近
年
減
少
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
２
０

７
０
年
に
は
総
人
口
が
９
，０
０
０
万
人
を
割
り
込
み
、
高
齢

化
率
は
39
％
の
水
準
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。（
厚
生

労
働
省
「
人
口
動
態
統
計
」
よ
り
）
ま
た
出
生
率
は

１
．２
６
で
、
こ
こ
数
年
過
去
最
低
を
下
回
り
、
今
後
日
本

国
内
の
働
き
手
は
減
っ
て
い
く
と
い
う
事
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

人
手
不
足
は
医
療
・
介
護
で
も
同
じ
で
す
が
、
働
き
手
が
少

な
い
中
で
「
き
つ
い
・
汚
い
・
危
険
」
と
い
わ
れ
て
い
る
看
護

師
や
介
護
士
を
職
業
と
し
て
選
ぶ
若
者
が
果
た
し
て
ど
れ
く

ら
い
い
る
の
か
と
不
安
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど

の
新
興
感
染
症
対
応
へ
の
看
護
の
重
要
性
や
、
病
院
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
も
と
よ
り
、
介
護
施
設
・
在
宅
（
訪
問
看
護
な
ど
）・

保
育
や
学
校
、
ま
た
専
門
性
を
発
揮
す
べ
く
専
門
看
護
師
や

認
定
看
護
師
、
特
定
行
為
研
修
終
了
看
護
師
な
ど
、
看
護
師

の
役
割
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
拡
大
し
て
お
り
看
護
師
確
保
が

重
要
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
当
院
で
は
60
歳
以
上
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
看
護
師
に
着
目
し
、
昨
年
６
月
か
ら
積
極
的
な
雇
用
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。（
回
生
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
）

　
当
院
で
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
様
の
特
徴
は
、
慢
性
疾
患

や
難
病
、
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
殆
ど
が
高
齢

者
で
日
常
生
活
へ
の
援
助
が
必
要
な
方
で
す
。
ま
た
非
が
ん

を
含
め
た
終
末
期
ケ
ア
を
必
要
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さ
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て
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る
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様
も
多

い
で
す
。
最
後
ま
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
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に
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そ
の
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価
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や
思
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を
で
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る
だ
け
尊
重
し
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ケ
ア
を
行
っ

て
い
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こ
と
が
当
院
の
看
護
師
の
役
割
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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上
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目
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し
て
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緩
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る
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こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
を
雇
用
す
る
に

あ
た
り
、「
決
め
ら
れ
た
患
者
様
を
受
け
持
つ
こ
と
は
し
な
い
・

記
録
も
し
な
い
・
情
報
は
担
当
看
護
師
と
連
携
し
共
有
す
る
・

具
体
的
な
業
務
は
決
め
ず
に
、
必
要
と
思
う
看
護
を
、
必
要

と
思
う
患
者
様
に
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
自
身
が
考
え
て
行
う
」

と
い
う
事
と
し
ま
し
た
。
結
果
、
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
た
ち
は

今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
其
々
に
ケ
ア
を
し
な
が
ら
患
者

様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
患
者
様
の
思
い
を
引
き

出
し
意
思
決
定
支
援
に
注
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
チ

ナ
ナ
ー
ス
か
ら
は
「
忙
し
い
け
ど
楽
し
い
し
、
し
た
い
看
護

が
で
き
て
幸
せ
を
感
じ
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
の
姿
を
見
て
、
若
い
看
護
師

た
ち
が
看
護
に
対
し
て
や
り
が
い
や
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
、

看
護
が
素
晴
ら
し
い
職
業
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
く
れ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

＊
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
と
は
「
定
年
退
職
前
後
の
就
業
し
て
い
る
看
護
職
員
」
で
、

自
分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
持
っ
て
い
る
能
力
を
発
揮
し
、
い
き
い
き
と

働
き
続
け
て
い
る
看
護
職
員
の
こ
と
を
い
う
（
日
本
看
護
協
会
）



ケアセンター回生だよりケアセンター回生だより

「　　　　　 」「　　　　　 」

　左の写真は今春の就職フェアで使用した求職
者向けパンフレットの一部の写真です。ケアセ
ンター回生療養棟から職員が実際に撮影した写
真を使用しています。
　画面中央下あたりに比叡山のシルエットが
写っています。
　左記⑤に記載の通り、昨秋の大規模改修時に、
最新式のセンサー付きベッドや職員間の情報共
有用にインカム（インターコミュニケーション
システム）を導入しており、介護職員の負担軽減
に努めています。

　日本言語聴覚士協会によると、言語聴覚士は、ことばによるコ
ミュニケーションに問題や、摂食、嚥下の問題がある方に専門的
サービスを提供し、自分らしい生活を構築できるよう支援する専
門職です。

　ことばによるコミュニケーションの問題は失語症や高次脳機能障害、聴覚障害、声や発音の障害など多岐
にわたります。言語聴覚士は検査、評価により、これらの問題の対処法を見出し、必要に応じ訓練、指導、助言
等の援助を行います。当施設では、医師、看護師、理学療法
士、作業療法士、介護福祉士、介護支援専門員などの他職種
との協働による援助を行っています。
　写真ではカードを見て、「これは何ですか」、「使ったこと
ありますか」、「食べたことありますか」との問いかけに答
える発語練習に取り組んでいます。

向日市北地域包括
支援センター活動だより

言語聴覚士のリハビリ

向日市北地域包括
支援センター活動だより

利用者し好調査利用者し好調査

嗜好調査の結果（ケアセンター回生） 調査期間：2024.2/20 ～ 2/22

おかずのやわらかさ

7%

1%

92%

ほとんどの人が「ちょうど良い」と
答えていました。

17% 11%

72%

おかずの量
●多い ●ちょうど良い ●少ない ●硬い ●ちょうど良い ●やわらかい ●熱い ●ちょうど良い

●ぬるい

ほとんどの人が「ちょうど良い」と
答えていたが、「多い」「少ない」と
答えていた人も30％ほどいました。

食事の満足度おかずの味付け
●濃い ●ちょうど良い ●薄い ●満足 ●普通 ●不満

ほとんどの人が「ちょうど良い」と
答えていました。

おかずの温度

ほとんどの人が「ちょうど良い」と
答えていました。

　施設の食事について嗜好調査を行い、89人中76人の方に、おかず、主食、汁物、食
事の満足度について回答して頂きました。今回は掲示スペースの都合により、おかず
と食事の満足度についての結果を示しました。

当施設では2月に管理栄養士を目指す同志社女子大学から実習生を受け入れました。
実習の一環として利用者に対してし好調査を実施してもらいました。

9%

3%

88%

5%

94%

3%

53%
44%

食事満足度の理由

満足：おいしい、完食している、出来立て
を食べられる、食事が自分の好み
に合っている、量がたくさんでお
いしい。

普通：味が薄い、野菜が多い、朝食が物
足りない、カレーが辛い、ごはんが
柔らかすぎる。

不満：味が薄い、ぬるい、柔らかすぎる、
豚の脂身が嫌い。

寿司系 ：ちらしずし、お寿司、握り寿司、てっか巻き、巻き寿司、ばら寿司
漬物系 ：たくあん、梅干し、漬物
洋　食 ：ハンバーグ、ピザ、ナポリタン、カレーライス
和　食 ：納豆、うどん、おでん、煮物、刺身、豚肉の生姜焼き、お浸し、焼き飯、おぜんざい

取り入れてほしい欲しい献立

ご協力ありがとうございました。    　同志社女子大学実習生

1%

言語聴覚士のリハビリ

　向日市北地域包括
支援センターでは市
内で会場をお借りし
て「いきいき健康体

操教室」を 2月 28日に行ないました。最初に地域包括支援セン
ターの業務内容の説明や地域の体操教室についてご案内させて
いただいた後、ストレッチで体をほぐし、筋トレ、脳トレを実施
し、認知症を抑え、転倒予防のための運動をいたしました。
　13 名が参加され、地域の皆様と共に楽しく運動することが
できました。今後も地域の高齢者の方々が、いきいきと健康で暮
らしていけるよう介護予防に向けた取り組みをしてまいります。
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新入職員のご紹介新入職員のご紹介新入職員のご紹介
この度、当院に13名の新しい仲間が加わり、ます
ます活気に満ちあふれる職場となりました。彼らは、
それぞれの専門性や能力を発揮し、医療現場に貢献
してくれることでしょう。
ここでは、13名の新入職員について、ご紹介いた
します。

❶座右の銘

❷入職して思ったこと、感じたこと

❸将来の目標

❸私は、まずはケアマネジャーの資格取得を目標にしています。介護
福祉士を取る上で、一つの到達点がケアマネジャーの資格であると
考えています。介護福祉士としての経験を積みながらステップアッ
プし、資格を取得してさらに発展させていきたいと考えています。

❷入職前は未経験からの介護の職種とい
うこともあり、不安な気持ちもありま
したが、研修を通して同じ気持ちでス
タートする同期もおり、自身の新たな
職場で頑張っていこうと思うことがで
きました。また、上司や先輩の方々も
優しく指導してくださり、1日でも早
く業務をこなせるように日々学んでい
きたいです。

看護部
（看護師）

ケアセンター
看護部

（介護福祉士）

大林 結衣
❶為せば成る

❷新しい環境で動機たちと頑張っていきたいです

❸頼知識と技術を高めていきたいです。

看護部
（介護職）

松本 心美
❶簡単に手に入らないからこそ、夢には大きな価値がある

❷同期のみんなと支えあいながら頑張っていきたいです

❸働きながらたくさんのことを学び最終的には資格を取り、 
　介護職から看護師になることです

看護部
（看護師）

古田 ななか
❶無知を恥じず、無知に甘えることを恥じる
❷この先しっかり看護師として働いていけるのか不安ですが、
　１日でも早く一人前の看護師になれるように頑張っていきたいです。
❸誰からも信頼され、「担当してもらえてよかった」と思ってもらえる
　看護師になりたいです

リハビリ
テーション科

（作業療法士）

リハビリ
テーション科

（理学療法士）

河田 美穂
❶人生は一度きり
❷職員の方々が優しく温かい雰囲気の職場なので、
　笑顔で楽しく頑張れそうです
❸患者様一人一人に寄り添い、多くの方から信頼される
　作業療法士になりたいです

齋藤 正晴
❶なせばなる

❷多くの事を教えていただきありがたいと感じています

❸他者から見てプロと思われる理学療法士になりたいです

看護部
（看護師）

池田 修都
❶義理人情

❷職員の方達がやさしい。同期の方達も優しい。

❸様々な検定や資格を取る。健康的な生活。
　九州男児として人情にあふれた看護師になることです。

リハビリ
テーション科

（理学療法士）

由川 将太
❶初志貫徹

❷職員の関係の良さを感じました

❸周囲の人と協力して仕事をしていくことです

リハビリ
テーション科

（作業療法士）

西 匠
❶一日一善

❷職員の皆様がすごく優しいと感じ、より京都回生病院で
　働くのが楽しみになりました

❸認知症ケア専門士の資格取得　高級車の購入

栄養科
（栄養士）

吉岡 愛菜
❶運も実力のうち

❷明るい人が多い！お昼のお弁当がおいしい！

❸患者様に美味しい食事を提供し、栄養管理ができる管理栄養士

リハビリ
テーション科

（作業療法士）

坂根 宗一郎
❶ゆうゆうじてき

❷ついに社会の歯車になる日が来てしまったと思いました。

❸患者様の人生にいろどりを与えられるような作業療法士に
　なりたいです

谷本 未空
❶笑う門には福来る！

❷職員の方がとても優しく明るく楽しそうな職場だなと感じました。
　たくさんのコミュニケーションを取り、仕事に早く慣れたいです

❸患者様に元気やパワーを与えられる看護師になります！

看護部
（看護師）

看護部
（看護師）

木下 莉緒
❶聞くは一時の恥聞かぬは一生の恥

❷皆さん優しく接してくれて明るい病院だと思いました

❸誰にでも明るく笑顔で挨拶し、信頼されるような看護師に
　なりたいです。

❶己の欲せざる所、人に施すことなかれ

大坪 龍王
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〒６００-８８１４  京都市下京区中堂寺庄ノ内町８-１
TEL（０７５）３１５-３４７７  FAX（０７５）３１１-６０８２

京都市下京区松原通七本松西入ル 〒６００-８８１４
TEL（０７５）311-5121㈹   FAX（０７５）314-1843

TEL（０７５）323-2585  FAX（０７５）323-2586

京都市下京区松原通七本松西入ル 〒６００-８８１４
TEL（０７５）321-6365      FAX（０７５）323-2586

●訪問看護ステーションかいせい

TEL（０７５）314-2021  FAX（０７５）314-2133
●京都回生病院 デイケアセンター

TEL（０７５）321-6365  FAX（０７５）323-2586
●京都回生病院居宅介護支援事業所

TEL（０７５）323-0533  FAX（０７５）323-2586
●訪問リハビリテーションかいせい

TEL・FAX（０７５）934-6886
●訪問看護ステーション 第二かいせい

TEL（０７５）935-2018  FAX（０７５）934-7050
●ケアセンター回生居宅介護支援事業所

京都府向日市物集女町中海道19-5 〒６１７-０００１
TEL（０７５）934-6888㈹  FAX（０７５）934-7513

TEL（０７５）934-6888  FAX（０７５）934-7513
●ケアセンター回生 デイケア

京都府向日市物集女町中海道19-5 〒６１７-０００１
TEL（０７５）934-6887     FAX（０７５）934-6910

向日市北地域包括支援センター

京 都 回 生 病 院

介護老人保健施設

ケアセンター回生

在宅介護支援センター
　　　　　　　　   京都回生病院

http://www.kaiseikai.or.jp
日本医療機能評価機構認定病院

医療法人 回生会は、患者様が公平な医療を受けられること
などを尊重し、患者様と医療提供者がお互いの信頼関係に基
づき、協働して良質な医療の提供に努めます。

◆患者様の責務◆

1.自ら健康に関する情報を正確に医療者に伝える責務があります
良質な医療の提供を受けるために、ご自身の健康状態について、正
確に提供する責務があります。

3.治療等に関してご自身の意思を明らかにする責務があります

4.ご加入の保険を正確に伝え、受けた医療に対する医療費を
　お支払いいただく責務があります

適切な治療方針を決めるために、ご自身の意思や意見を伝える責務
があります。

2.病院の規則に従い他者への迷惑にならないように
　努める責務があります
すべての患者様が等しく適切な医療を受けられるようにするため
に、他の患者様や病院職員に支障を与えないよう配慮する責務があ
ります。

◆ 患者様の権利◆

1.良質な医療を公平に受ける権利があります
患者様は、個人として常にその人格を尊重され、病院がなし得る最
善・適切である良質な医療を公平に受ける権利があります。

3.選択の自由と自己決定権があります

4.個人情報及びプライバシーを保ってもらう権利があります

患者様は、十分な説明と情報提供を受けたうえで、治療方法などを
自らの意志で選択し、決定する権利があります。又、他施設の医師の
意見（セカンドオピニオン）を希望される場合には、当院で受けた診
療に関する情報を求める権利があります。

患者様の個人情報やプライバシー等については、保ってもらう権利
があります。

5.診療情報の開示を求める権利があります

6.研究途上にある治療方法や薬剤の投与（治験）を
　行うことは致しません

患者様は、申請によりご自身の診療記録等の開示を求める権利があ
ります。

2.説明や情報を得る権利があります（インフォームド ・ コンセント）
患者様は、病気、治療、検査、見通しなどについて、十分な説明と情報
提供を受ける権利があります。

詳しくは回生会本部
採用係まで

TEL 075-315-3477（直通）

看護師
准看護篩
社会福祉士
介護士・介護福祉士
OT・PT・ST
看護助手
薬剤師

募集中！！

京都市中京区御幸町通錦小路上ル 〒６０４-８０５１
TEL（０７５）255-0253     FAX（０７５）255-0254

●訪 問 診 療
TEL（０７５）229-6272  FAX（０７５）229-6273

●訪問リハビリテーション クリニック回生
TEL（０７５）255-0273  FAX（０７５）255-0291

●アンチエイジング リハビリテーション回生
 〈通所リハビリテーション〉

クリニック 回 生

●居宅介護支援事業所 クリニック回生
TEL（０７５）255-0275  FAX（０７５）255-0292

TEL（０７５）255-0350  FAX（０７５）255-0301


